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資料２

地域ケア会議の設置方法

「地域ケア会議運営マニュアル」p38&39

１．地域ケア会議の目的や機能を共有する

市町村の役割：地域包括支援センターや地域の関係者に地域ケア会議の
目的や機能を周知する。地域包括支援センターの役割を果たせるように
バックアップする。

２．地域ケア会議の全体構成像を構想する

市町村の役割：市町村が主体となり、地域包括支援センターなどと連携して
構想する。

・人口規模や地域特性、地域包括支援センターの設置状況、これまで開催し
てきた会議や研修会などをもとに、地域ケア会議の全体構成像を構想する。

地域ケア会議の目的や機能およびその重要性を地域の関係者で共有する。

・レベル、会議の目的、機能等を手がかりに、各レベルの地域ケア会議の総
体として５つの機能を果たすことができるように考える。

地域包括支援センターの役割：地域ケア会議の目的や機能を地域包括支
援センター同士で共有し、地域の関係者に周知する。
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「地域ケア会議運営マニュアル」p34

地域ケア会議の構築例（日常生活圏域と市町村の範囲が同じ場合）
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「地域ケア会議運営マニュアル」p36

地域ケア会議の構築例（日常生活圏域と市町村の範囲が異なる場合）
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個別レベル
地域ケア会議

日常生活圏域レベル
地域ケア会議

市レベル
地域ケア会議

市を越えたレベル
地域ケア会議

区レベル
地域ケア会議

医療介護
連携部会
医療介護
連携部会

介護予防
部会

介護予防
部会

高齢者虐待
対応会議

研修会

地域ケア会議の構築例（規模の大きな市の例）
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地域ケア会議の各レベルの関係性例

個別レベル
地域ケア会議
検討ケース①

個別レベル
地域ケア会議
検討ケース③

個別レベル
地域ケア会議
検討ケース⑨

個別レベル
地域ケア会議
検討ケース⑩

A日常生活圏域レベル
地域ケア会議

B日常生活圏域レベル
地域ケア会議 C日常生活圏域レベル

地域ケア会議

日常生活圏域の課題

個別レベル
地域ケア会議
検討ケース②

個別レベル
地域ケア会議
検討ケース③

個別レベル
地域ケア会議
検討ケース⑨

日常生活圏域の課題

ア市レベル
地域ケア会議

市町村の課題

ウ市レベル
地域ケア会議

市町村を越えたレベル
地域ケア会議

市町村を越えたレベル
地域ケア会議
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地域ケア会議の設置方法

３．個々の地域ケア会議について検討する

市町村の役割：地域包括支援センターと連携して検討する。中でも、個人
情報の取り扱いについては、市町村としての方針を明示する。

地域ケア会議の目的や機能を確認したうえで、それらを達成するために最
も適切だと考えられる運営方法などを暫定的に決定する。

「地域ケア会議運営マニュアル」p39

・主催者
・予算
・開催頻度（定例・非定例）
・会議時間
・会議参加者
・個人情報の取り扱いに関する基本方針 など

地域包括支援センターの役割：市町村と連携して検討する。
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地域ケア会議の設置方法

４．地域ケア会議の設置に関して周知する

市町村の役割：市町村全域で周知する。地域包括支援センターが活動しや
すいようにバックアップする。

・地域ケア会議に関係する組織や人々に、市町村独自の地域ケア会議につ
いて周知する。

・地域ケア会議に関する研修会等を開催する。（地域ケア会議活用推進等事
業の活用など）

地域包括支援センターの役割：担当圏域で周知する。

「地域ケア会議運営マニュアル」p39 8



地域ケア会議の構築方法
１．実現可能な地域ケア会議を開催する

市町村の役割：地域ケア会議を主催する。地域包括支援センターが主催す
ることができるようにバックアップする。

２．開催した地域ケア会議を評価し構築を計画する

市町村の役割：地域包括支援センターと連携して、地域ケア会議を評価し、
展開を計画する。フィードバックする。

・各地域ケア会議の目的や機能の達成、具体的な成果、運営方法などにつ
いて地域ケア会議を評価し、今後の展開を計画する。

・地域ケア会議の検討内容や成果などを、個人情報に留意して、参加者の
みならず地域の関係者等にフィードバックする。

実現可能性が高く、かつ必要性の高い目的の地域ケア会議から開催する。

地域包括支援センターの役割：市町村と連携して、地域ケア会議を評価し、
展開の計画に参画する。フィードバックする。

「地域ケア会議運営マニュアル」p39&40

地域包括支援センターの役割：必要に応じて地域ケア会議を主催する。

３．開催経験をもとに修正しながら地域ケア会議を構築する
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個別レベル
地域ケア会議
（個別ケースの検討）

日常生活圏域レベル
地域ケア会議

市町村レベル
地域ケア会議

個別課題解決機能

地域課題発見機能

ネットワーク構築機能

地域づくり・資源開発機能

政策形成機能

市町村を越えたレベル
地域ケア会議

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

地域ケア会議の構築段階例
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個別レベル
地域ケア会議
（個別ケースの検討）

日常生活圏域レベル
地域ケア会議

市町村レベル
地域ケア会議

個別課題解決機能

地域課題発見機能

ネットワーク構築機能

地域づくり・資源開発機能

政策形成機能

市町村を越えたレベル
地域ケア会議

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

地域ケア会議の構築段階例
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個別レベル地域ケア会議の運営方法

地域ケア会議の目的を踏まえて、地域ケア会議での検討が有効だと考えられ
るケースを選ぶ。

１．ケースを選定する

市町村の役割：

・介護保険事業計画や地域福祉計画などで明らかになっている地域課題に関
するケースを選定する。
・地域の統計、介護保険利用状況、日常生活圏域ニーズ調査、市町村への相
談や苦情、介護保険事業者連絡協議会での意見などから、地域の課題だと考
えられるケースを選定する。
・要介護認定の更新時に、利用者の状態と給付量をもとにサービス提供の過少
や過剰が見られるケースを選定する。
・ケース選定に必要な情報を地域包括支援センターに提供する。

①支援者が困難を感じているケース

②支援が自立を阻害しているケース

③支援が必要だと判断されるがサービスにつながっていないケース

④権利擁護が必要なケース

⑤地域課題に関するケース など

「地域ケア会議運営マニュアル」p44&47 12



個別レベル地域ケア会議の運営方法

総
合
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受
付
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別
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ル
地
域
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ア
会
議

総合相談
支援業務

包括的・継
続的CM
支援業務

権利擁護
業務

介護予防
CM業務

地域包括支援センターの役割：

各業務の一環として、地域ケア会議の目的（支援内容の検討、介護支援専門員
による自立支援に資するケアマネジメントの支援、地域包括支援ネットワークの構
築、地域課題の把握）から必要性を判断し、ケースを選定する。

支援が必要だと判断されるがサービス
につながっていないケース など

権利擁護が必要なケース など

支援者が困難を感じ、多様な専門職に
よる多面的検討や多種多様な地域資源
の活用が必要なケース など

支援が自立を阻害していると考えられる
ケース など
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個別レベル地域ケア会議の運営方法

市町村と地域包括支援センタ−のどちらが地域ケア会議を有効に主催できる
かを判断する。

２．主催者を決定する

市町村の役割：個別レベル地域ケア会議の主催は地域包括支援センターだ
と固定することなく、必要に応じて主催する。

「地域ケア会議運営マニュアル」p50&51

４．会議参加者を選定する

次のような視点から地域ケア会議の目的を達成するのに必要な参加者を選
ぶ。 ・ケースの当事者や家族

・介護支援専門員の実践力向上において重要な人物
・地域包括支援ネットワーク構築において重要な人物
・地域課題を把握し対応を検討するのに重要な人物
・参加者の専門性

３．事例提供者に依頼する

地域ケア会議の目的や成果等を伝えて、事例の提供をお願いする。

市町村の役割：地域包括支援センターをバックアップする。
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個別レベル地域ケア会議の運営方法

非定例の場合には、会場の確保および開催日時を調整し、選定した参加者
に参加をお願いする。

５．開催日時を決定し、参加者を招集する

市町村の役割：主催が地域包括支援センターの場合も、参加者の招集が可
能となるようにバックアップする。また、市町村も参加する。

「地域ケア会議運営マニュアル」p50&51

６．資料を準備する

会議参加者がケースについて効率的に共通認識が持てるように、ケースの
フェイスシートなどを準備する。

地域包括支援センターの役割：事例提供者が資料を準備できるようにサポー
トする。
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個別レベル地域ケア会議の運営方法

主に次の点を行えるように、地域ケア会議を開催する。

７．地域ケア会議を開催する

「地域ケア会議運営マニュアル」p53~58

・個人情報保護について確認する
・会議の目的を明確にする

・ケース概要を効率的に共有する
（資料やホワイトボードの活用）
・課題と背景を明確にする
（ホワイトボードの活用）
・目標を決定する
（ホワイトボードの活用）

・優先順位の高い課題から、支援
や対応方法、および担当者を検討
する（ホワイトボードの活用）
・モニタリング方法を決定する

実践力を高める会議に実践力を高める会議に 本人、家族の参加は、ケースの内容を踏まえ決定本人、家族の参加は、ケースの内容を踏まえ決定

16



個別レベル地域ケア会議の運営方法

課題、決定事項、残された課題、有効な支援、地域ケア会議の成果などを
記録および管理する。

８．記録を作成する

「地域ケア会議運営マニュアル」p58~60

事例提供者が地域ケア会議で検討した支援や対応を展開できるように側面
的にサポートする。

９．事例提供者をサポートする

・会議で決定したモニタリング方法により、情報を収集し、記録する。
・必要に応じて、再度の地域ケア会議を開催する。

１０．モニタリングする

・地域ケア会議の運営について評価し、次の会議に活かす。

・地域ケア会議開催の様子や成果を、個人情報に留意し、会議参加者のみ
ならず地域の関係者に周知する。

１１．フィードバックする
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連絡調整
機能

地域づくり
・資源開発
機能

図１ 地域ケア会議の主な機能

個別課題
解決機能

政策形成
機能

地域課題
発見機能

地域
課題
発見
機能

地域
課題
発見
機能

NW
構築
機能

NW
構築
機能

個別レベル地域ケア会議の運営方法

地域ケア会議で複数のケースを検討することによって明らかになってきた地
域課題について検討する。

１２．地域課題について議論する場を設ける

「地域ケア会議運営マニュアル」p64

市町村の役割：個別ケースの検討で終わることなく、地域課題を把握し、そ
れらを日常生活圏域や市町村レベルの地域ケア会議につなげていけるよう
に、定期的に地域包括支援センターと議論する場を設ける。

地域包括支援センターの役割：個別ケースの課題解決に留まることなく、地
域課題を把握する目的を忘れず、地域ケア会議での検討ケースを蓄積・整
理する。
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地域ケア会議で検討したケースの整理例

ケース 課題 背景 目標 支援・対応 結果 残された課題

ケース
１

ケース
２

ケース
３

ケース
４

ケース
５

ケース
６
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日常生活圏域レベル地域ケア会議の運営方法

地域ケア会議でのケース検討で明らかになった日常生活圏域の課題を整理し、
総合相談や他の会議等での知見も加えながら、優先順位等を考え、検討課題
を決定する。

１．検討課題を決定する

「地域ケア会議運営マニュアル」p60

個別レベル
地域ケア会議
検討ケース

個別レベル
地域ケア会議
検討ケース

個別レベル
地域ケア会議
検討ケース

個別レベル
地域ケア会議
検討ケース

日常生活圏域レベル
地域ケア会議

日常生活圏域の課題
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市町村と地域包括支援センタ−のどちらが地域ケア会議を有効に主催できる
かを判断する。

２．主催者を決定する

市町村の役割：日常生活圏域レベル地域ケア会議の主催は地域包括支援
センターだと固定することなく、必要に応じて主催する。

「地域ケア会議運営マニュアル」p61

３．会議参加者を選定する

課題とその原因を整理し、次のような視点から地域ケア会議の目的や機
能を達成するのに必要な参加者を選ぶ。

・検討する地域課題に関係する人物
・地域包括支援ネットワーク構築において重要な人物
・地域づくり・資源開発を検討するのに重要な人物
・参加者の専門性
・各組織における立場

日常生活圏域レベル地域ケア会議の運営方法
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非定例の場合には、会場の確保および開催日時を調整し、選定した参加者
に参加をお願いする。

４．開催日時を決定し、参加者を招集する

市町村の役割：主催が地域包括支援センターの場合も、参加者の招集が可
能となるようにバックアップする。また、市町村も参加する。

５．資料を準備する

会議参加者が検討課題について効率的に共通認識が持てるように、資料を
準備する。

地域包括支援センターの役割：資料を準備する。

日常生活圏域レベル地域ケア会議の運営方法
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主に次の点を行えるように、地域ケア会議を開催する。

６．地域ケア会議を開催する

・会議の目的を明確にする
・地域の検討課題を効率的に共有する（資料やホワイトボードの活用）
・課題とその原因や背景を明確にする（ホワイトボードの活用）
・目標を決定する（ホワイトボードの活用）
・対応方法および担当者を検討する（ホワイトボードの活用）
・評価方法と責任者を決定する

日常生活圏域レベル地域ケア会議の運営方法

検討事項、決定事項、残された課題、地域ケア会議の成果などを記録およ
び管理する。

７．記録を作成する
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「地域ケア会議運営マニュアル」p62

・会議で決定した評価方法により、情報を収集したうえで評価し、記録する。
・必要に応じて、再度の地域ケア会議を開催する。

８．対応を実施し評価する

・地域ケア会議の運営について評価し、次の会議に活かす。

・地域ケア会議開催の様子や成果を、会議参加者のみならず地域の関係者
や住民に周知する。

９．フィードバックする

日常生活圏域レベル地域ケア会議の運営方法
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それぞれの日常生活圏域で検討した課題から、複数の日常生活圏域に共
通する課題や市町村レベルでの検討の必要性がある課題について確認す
る。

１０．複数の日常生活圏域に共通する地域課題について議論する
場を設ける

市町村の役割：市町村すべての地域包括支援センターと連携して、定期的
に議論する場を設ける。

日常生活圏域レベル地域ケア会議の運営方法

連絡調整
機能

地域づくり
・資源開発
機能

図１ 地域ケア会議の主な機能
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市町村レベル地域ケア会議の運営方法

日常生活圏域レベルの地域ケア会議での検討で明らかになった市町村の課
題を整理し、市町村すべての地域包括支援センターの総合相談の分析や他
の会議等の知見を加え、優先順位等を考え、検討課題を決定する。

１．検討課題を決定する

「地域ケア会議運営マニュアル」p60

B日常生活圏域レベル
地域ケア会議

市全域の課題

A日常生活圏域レベル
地域ケア会議

C日常生活圏域レベル
地域ケア会議

市レベル
地域ケア会議
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連絡調整
機能

地域づくり
・資源開発
機能

図１ 地域ケア会議の主な機能

個別課題
解決機能

政策形成
機能

地域課題
発見機能

NW
構築
機能

NW
構築
機能

地域
課題
発見
機能

地域
課題
発見
機能

２．主催者を決定する

３．会議参加者を選定する

市町村レベル地域ケア会議の運営方法

４．開催日時を決定し、参加者を招集する

５．資料を準備する

６．地域ケア会議を開催する

７．記録を作成する

８．対応および評価する

９．フィードバックする

１０．市町村を越えた課題対応が必要な場合には、市町村を越えた
レベルの地域ケア会議を開催する

市町村の役割：市町村が主催する。

市町村の役割：多様な部門と連携する。都道府県と連携する。
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連絡調整

保健所・保健センター 医療機関・薬局
訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ

介護支援専門員

「地域ケア会議」を活用した個別課題解決から地域包括ケアシステム実現までのイメージ

ＮＰＯ民生委員
住民組織

介護サービス施設・事業者

在宅医療連携拠点

警察署 消防署

民間企業等

市町村レベルの地域ケア会議 28

地域課題の発見・把握

社会福祉協議会

ボランティア

○地域包括支援センター(又は市町村)は、多職種協働による個別ケースのケアマネジメント支援のための実務者レベルの地域ケア会議を開催
するとともに、必要に応じて、そこで蓄積された最適な手法や地域課題を関係者と共有するための地域ケア会議を開催する。

○市町村は、地域包括支援センター等で把握された有効な支援方法を普遍化し、地域課題を解決していくために、代表者レベルの地域ケア
会議を開催する。ここでは、需要に見合ったサービス資源の開発を行うとともに、保健・医療・福祉等の専門機関や住民組織・民間企業
等によるネットワークを連結させて、地域包括ケアの社会基盤整備を行う。

○市町村は、これらを社会資源として介護保険事業計画に位置づけ、PDCAサイクルによって地域包括ケアシステムの実現へとつなげる。

地域包括ケアシステム
の実現へ

地域づくり・資源開発の検討

地域包括支援ネットワーク

政策形成
社会基盤整備・介護保険事業計画等の

行政計画への位置づけなど

Ｂ地域包括支援センター

地域ケア会議
（個別ケース検討）

Ａ地域包括支援センター

地域ケア会議
(個別ケース検討）

圏域ごとの地域ケア会議 圏域ごとの地域ケア会議

「地域ケア会議」に関するQ&A


